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概 要

1 研究目的

TreeVNCは画面配信システムである。配信者の画面を受

信者の端末の画面に映す事ができ、プロジェクターの役割

を果たすことが可能である。

これにより、授業などの参加者は不自由なく手元の PC

を使用しながら受講する事が可能になる。更に発表者の切

り替えの際もケーブルを差し替えずに共有する画面の切替

を可能としており、端末の差異によって生じる問題にも対

応可能である。

TreeVNC は VNC(Virtual Network Computing) を使用

した画面配信を行っている。しかし通常の VNC では配信

側に全ての参加者が接続するため、多人数の際の処理性能

が落ちてしまう。そこで TreeVNCでは、有線でネットワー

クに接続した参加者をバイナリツリー状に接続し、配信コ

ストをクライアントに分散させる仕組みをとっている。そ

のため、授業で先生の画面を表示する際、多人数の生徒が

参加しても処理性能が下がらない。

しかし、現在の TreeVNC は送信するデータ量が多いた

め、無線 LAN 接続の場合では画面の配信に遅延が生じて

しまう。そこで、本研究では無線 LAN での配信環境の改

善を行う。

2 VNC

VNC(Virtual Network Computing) は、 RFBプロトコ

ルを用いて遠隔操作を行うリモートデスクトップソフトウェ

アである。サーバー側とクライアント (ビューア)側に分か

れており、サーバー起動後クライアントがサーバに接続す

ることで遠隔操作を可能としている。

3 RFB プロトコル

自身の画面を送信し、ネットワーク越しに他者の画面に

表示するプロトコルである。ユーザがいる側を RFB クラ

イアント、Framebuffer への更新が行われる側を RFB サー

バと呼ぶ。Framebuffer とは、メモリ上に置かれた画像デー

タである。

プロトコルを起動すると

1. プロトコルバージョンの確認や認証を行う。

2. クライアントに向けて Framebuffer の大きさやデスク

トップに付けられた名称などが含まれた初期メッセー

ジが送信される。

3. RFB サーバ側は Framebuffer の更新が行われるたび

に RFB クライアントに対して Framebuffer の変更部

分だけを送信する。

4. RFBクライアントから FramebufferUpdateRequestが

来るとそれに返信する。

4 TreeVNCの構造

TreeVNC は Java を用いて作成された TightVNC を元

に構成されている。TreeVNC はクライアント同士を接続さ

せ、データを受け取ったクライアントが次のクライアント

にそのデータを流す方式を取っている。また、サーバへ接続

しにきたクライアントをバイナリツリー状に接続する。バ

イナリツリー状に接続することで、N 台のクライアントが

接続しにきた場合、画面配信の画像データをコピーする回

数が従来の VNC ではサーバが N 回コピーする必要がある

が、TreeVNC では各ノードが 2回ずつコピーするだけで済

み、負荷を分散することができる。

TreeVNC で送受信される画像データ量は莫大であり、大

きなネットワークスループットが必要となるため、有線接

続が必須となっている。

バイナリツリーのルートのノードを Root Node と呼び、そ

こに接続されるノードを Node と呼ぶ。Root Node は

1. 子 Node にデータを流す機能

2. 各 Node の管理

3. VNC サーバから流れてきたデータの管理

を担っている。

各 Node は

1. 親 Node から送られてきたデータを自身の子 Nodeに

流す機能



2. 子 Nodeから送られてきたデータを親 Nodeに流す機能

を担っている。
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